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Ｊ
Ｒ
新
駅
・
新
東
名

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
建
設
中

Ｊ
Ｒ
御
厨
駅
は
袋
井
駅
か
ら

西
に
４
・
６
キ
ロ
、
磐
田
駅
か

ら
東
に
３
・
２
キ
ロ
の
鎌
田
地

内
に
３
月

日
開
業
に
向
け
て
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建
設
中
で
す
。

駅
舎
は
橋
上
式
で
、
ホ
ー
ム

は
２
面
２
線
。
駅
の
南
北
を
つ

な
ぐ
自
由
通
路
が
あ
り
駅
舎
に

２
基
、
自
由
通
路
に
３
基
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
予
定
で

す
。
駅
舎
と
自
由
通
路
の
総
事

業
費
は
、
４
９
億
円
、
そ
の
他

の
工
事
を
含
め
る
と
約
６
８
憶

の
工
事
に
な
り
ま
す
。
登
り
用
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
開

業
後
に
設
置
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら

下
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
も
望
む
声
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

磐
田
市
北
部
の
産
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
新
東
名
高
速

道
路
に
連
結
す
る
（
仮
称
）
新

磐
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
２
０
１
８
年
６
月
か
ら

工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
当

初
の
予
定
で
は
、
２
０
１
７
年

度
に
供
用
開
始
予
定
で
し
た
が
、

２
０
２
０
年
９
月
供
用
に
向
け
、

道
路
築
造
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
、
約
４
４
億

円
で
、
そ
の
内
磐
田
市
の
負
担

は
約

億
円
で
す
。
周
辺
の
整
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備
を
行
い
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

建設中のＪＲ御厨新駅

建設中の新東名スマーインタート

豊
田
地
区
の
小
中
一
体
校
、

(
仮
称)

磐
田
市
文
化
会
館
建
設
中

豊
田
中
学
校
敷
地
内
に

小
中
一
体
校
の
建
設
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年

か
ら
２
０
２
０
年
度
に
か
け

て
建
設
工
事
が
行
わ
れ
２
０

２
１
年
４
月
開
校
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
総
工
事
費
は
約

６
０
億
円
（
既
存
施
設
の
解

体
、
外
構
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
な
ど
含
む)

で
、
校
舎
棟

（
普
通
教
室

学
級
、
特
別
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支
援
教
室
４
学
級
な
ど
）
体

育
館
棟
、
図
書
館
、
共
同
調
理
場
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

小
中
一
体
校
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見
が
あ
る
中
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
体
校
開
校
後
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
仮
称
）
磐
田
文
化
会
館
は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
南
側
に

総
工
事
費
約
６
０
億
円
を
か
け
て
、
２
０
２
２
年
４
開
館

予
定
で
建
設
中
で
す
。
１
階
席
約
１
０
０
０
席
、
２
階
席

５
０
０
、
合
わ
せ
て
約
１
５
０
０
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で

す
。完

成
後
は
、
催
事
が
な
い
時
で
も
ロ
ビ
ー
は
常
に
開
放

し
、
市
民
の
交
流
の
場
と

し
て
活
用
で
き
る
計
画
で

す
。
交
通
機
関
の
整
備
は
、

新
た
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田

を
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
全
地
区
共
通
の
指

定
施
設
に
追
加
し
、
イ
ベ

ン
ト
時
に
お
け
る
豊
田
町

駅
か
ら
の
移
動
手
段
な
ど

の
検
討
も
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

豊田中学に建設中の学府一体校

アミューズ豊田南側に建設中の

(仮称)市民文化会館

市議団の新年度予算に対する要望書に回答

●
住
民
の
命
と
健
康
を
脅
か
す
上
下
水
道
の
民
営
化
は
行

わ
な
い
こ
と
。

回
答

現
時
点
で
上
下
水
道
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
高
齢
者
の
た
め
の
高
額
な
補
聴
器
の
保
険
適
用
を
国
に

求
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
市
独
自
の
助
成
制
度
を
創
設
さ

れ
た
い
。

回
答

現
在
高
齢
者
の
地
域
参

加
へ
の
支
援
と
し
て
、
補
聴
器
購

入
に
関
し
て
市
独
自
の
制
度
化
に

向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

保
険
適
用
の
国
へ
の
働
き
か
け
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

市
議
団
の
要
望
書
に
回
答

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団
は
、
昨
年
の

月

日
に
「
２

11

19

０
２
０
年
度
磐
田
市
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
（

項
86

目
）
」
を
渡
部
修
磐
田
市
長
、
村
松
啓
至
教
育
長
、
鈴
木
昌

八
市
立
総
合
病
院
事
業
管
理
者
に
提
出
し
ま
し
た
。
当
局

よ
り
要
望
書
に
対
す
る
回
答
が
１
月

日
に
あ
り
ま
し
た
。

28

月
市
議
会
の
代
表
質
問
で
取
り
上
げ
、
答
弁
さ
れ
て
い

11る
要
望
以
外
の
回
答
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
助
成
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
「
一
部
損
壊
」
「
半
壊
」
住
宅
に
対
す
る
、
市
独

自
の
住
宅
再
建
支
援
制
度
を
創
設
さ
れ
た
い
。

回
答

一
定
の
要
件
の
下
、
国
や
県
の
助
成
制
度
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
住
宅
半
壊
の
世
帯
に
対
し
て
市
独
自
の

生
活
支
援
補
助
金
制
度
の
創
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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